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						トップ > 私の地域探究 > ため池の工事
					

				
				
					ため池の工事

					
					
						
						
						江戸時代の塩田のため池の工事は、元は小さな池を広げることから始まったそうです。「塩沼という小さな池だったのを、村人が殿様（仙石忠政）に願い出て、元禄12年（1702年）に大きな池にする工事が行われ、塩吹池は東西194メートル、南北212メートルの大きなため池になりました。このような大きな工事の費用は上田藩が出しました。」引用ため池のれきし-信州上田|塩田の里|とっこ館(2022/01/26閲覧)とあるように大規模な工事であったことがうかがえます。このような大規模な工事を経て、今私たちが住んでいる塩田平の風景が形成され、この土地に住む人々を助けています。



参考:ため池のれきし-信州上田|塩田の里|とっこ館
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